
長崎県不登校支援コンセプト（基本編・実践編） 

 

子どもが生まれたとき「わが子が不登校になる」とは誰も思わないでしょう。 

でも、現在の日本では小中学校の児童生徒のうち 3.7%の子が不登校です。 

クラスに１～２名はおり、「誰が不登校になってもおかしくない」という状況です。 

様々な要因が絡み合って不登校になっていますが、子ども本人やご家族の子育てが責められることではありません。 

ただ、全国的に「不登校の子ども・家庭が学校内外の相談機関につながっていない」ケースが４割にも上ります。 

このように、不登校を機にどこにも相談せずに社会的に孤立する子が増えることを長崎県では食い止めたいと思っています。 

不登校にならずに楽しく過ごせる学校を目指すと同時に、不登校になっても社会から孤立することがないように長崎県では学校・

行政・民間が協力して取り組んでいきます。全ての長崎県の子どもの笑顔のために。 

 

不登校支援の基本的な考え方とこれまでの取組（基本編 P6～P14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 義務教育の段階における  ②不登校児童生徒への支援    ③不登校に関する調査協力者会議（左：概要 右：全体） 

 

現在の不登校支援は、文部科学省による上記の三つの通知がベースになっています。 

不登校は誰にでも起こりうるもので、決して悪いことではありません。けれども、進路選択の際に難しい場合が生じることが指

摘されてきました。そこで、これからは子どもたちが学ぼうと思えるときからスタートできるよう、学ぶ機会ができるように活動

が広がっています。  

そのため、これまでの取組として、学校を中心として不登校の未然防止・早期発見の取組等を行ってきましたが、何らかの理由

で学校に復帰できずに学校や社会とのつながりが希薄になっている不登校児童生徒も多く見られたことを重視しています。これま

での予防・未然教育とともに、そうした子どもたちへの支援をよりいっそう大切にすることを再考することが、このコンセプトが

大事にしている部分なのです。 

 

 

  

基本編・実践編 

 

3つの通知 

① 義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律について（平成２８年１２月１４日公布） 

② 不登校児童生徒への支援の在り方について （令和元年１０月２５日付文部科学省通知） 

③ 「不登校に関する調査研究協力者会議報告書～今後の不登校児童生徒への学習機会と支援の在り方について～」について 

（令和４年６月１０日付文部科学省通知）    【概要版】 ・ 【全体版】 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

（引用）長崎県不登校支援コンセプト 基本編・実践編 

https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/kanko-kyoiku-bunka/gakkokyoiku/concept/
https://www.mext.go.jp/content/20231018-mxt_syoto02-000021384_001010.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1422155.htm
https://www.mext.go.jp/content/20220610-mxt_jidou02-000023324-02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20220610-mxt_jidou02-000023324-03.pdf
https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/kanko-kyoiku-bunka/gakkokyoiku/concept/


 実践編（子どもの心に目と耳を傾け、子どもの今と未来を一緒に考えよう） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの成長には、様々な大人や子ども同士の関わりが必要となります。けれども、様々な理由で学校に行き

づらかったり、ご家族外の人とつながりづらい状況になったりする子どもたちやご家庭があります。まずは、子ども

たちが行きたいと思える学校を作ることが大切です。しかし、今、学校に登校しづらい子どもたちの様子は様々です。

不登校支援コンセプトでは、その際で、どこにもつながらないご家庭がないように、どうすればいいかわからないご

家庭がないように、社会とのつながりを絶やさず、子どもさんを支える保護者様に適切な情報資源や関わり方の学び

の場ができるように情報を整理しました。 

 学校はいつか卒業します。その中で、子どもたちには、迷いながらも自分自身で決める力を持っていて、それを応援

する大人や仲間がいることを感じていただきたいと願っています。        不登校支援協議会委員一同 

 子どもたちを見つめるに当たり、「大切にしたい 10の視点」（実践編） 

    視点 1．不登校支援の理解 

    視点 2．未然防止 

    視点 3．早期支援 

    視点 4．「関係機関との連携」への認識 

    視点 5．教職員も楽しくやりがいのある学校づくり 

    視点 6．個別最適な学びづくり 

    視点 7．支持的風土づくり 

    視点 8．相談をする 

    視点 9．「子ども」の見方や考え方で接する 

    視点 10．子どもへの関心、積極的なコミュニケーションと共感的理解 

   

①望ましい人間関係を育む活動事例集 2023（長崎県教育委員会，2024） 

②つながらんば 不登校引きこもり社会資源ガイドブック 

③ゲーム依存相談対応ハンドブック 
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技法 

構成的グループ・
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ソーシャルスキル・

トレーニング 「絆」に関する

活動 

「学びの保障」

について 

組織的対応 

 

 

 

 

望ましい人間関係を育む活動事例集 つながらんば ゲーム依存相談対応ハンドブック 

https://www.pref.nagasaki.jp/shared/uploads/2023/03/1680070757.pdf
https://www.pref.nagasaki.jp/shared/uploads/2024/03/1711325475.pdf
https://www.pref.nagasaki.jp/shared/uploads/2023/08/1692239851.pdf

